
２ 航空機騒音の評価

航空機騒音の評価は 「航空機騒音に係る環境基準（昭和48

（１）一般的な航空機騒音の評価

航空機騒音の評価は、「航空機騒音に係る環境基準（昭和48
年12月環境庁告示）」により、単発の騒音レベルの最大値（ｄ
Ｂ(Ａ)）のみで評価するのではなく 飛行回数（Ｎ）などの諸要Ｂ(Ａ)）のみで評価するのではなく、飛行回数（Ｎ）などの諸要
素により、多数の航空機から受ける騒音の総量（総暴露量）を一
日の平均として、総合的に評価します。

評価式は、 となっています。WECPNL=dB(A)+10log10N-27

ｄＢ(Ａ)とは、１日のすべての騒音レベルの最大値をパワー（エネルギー）平均したものです。

Ｎとは、時間帯毎に補正（重み付け）された騒音発生回数で次の式により算出した値です。

Ｎ＝Ｎ１＋３Ｎ２＋１０Ｎ３

Ｎ1：昼（ ７時～１９時）の騒音発生回数

Ｎ2：夜（１９時～２２時）の騒音発生回数Ｎ2：夜（１９時 ２２時）の騒音発生回数

Ｎ3：深夜・早朝（２２時～ ７時）の騒音発生回数



ＷＥＣＰＮＬとは？ＷＥＣＰＮＬとは？

ＷＥＣＰＮＬとは、

「Ｗeighted Ｅquivalent Continuous Ｐerceived Ｎoise 

Ｌevel」（加重等価継続感覚騒音レベル）の略です。さら
に略 と う ともありますに略してＷということもあります。

この評価は国際的な指標として、ＩＣＡＯ（国際民

間空港機構）で提案された航空機騒音の「うるささ」

を表す単位です。



Ｎとは？

Ｎとは、時間帯毎に補正（重み付け）された騒音発生回数

です 時間帯により深夜０時から朝７時までの間に発生したです。時間帯により深夜０時から朝７時までの間に発生した

回数を１０倍、夜１９時から夜２２時までの間に発生した回

数を３倍、夜２２時から深夜２４時までの間に発生した回数

を１０倍とします。



（２）自衛隊等の飛行場と民間空港の主な運用形態の差異

項 目 自 衛 隊 機 等 民 航 機

飛行回数 １日の飛行回数の変動が大きい 航空機の運航は比較的定常飛行回数 １日の飛行回数の変動が大きい 航空機の運航は比較的定常

飛行態様
飛行パターンが多岐にわたる

機種による速度及び高度の差が大きい
飛行態様は概ね一定

機種による速度及び高度の差が大きい

特異音

（不快な音）

ジェットエンジン搭載の航空機の着陸に

おいて非常に甲高い成分の音が目立つ
特異音が目立たない

（不快な音） おいて非常に甲高い成分の音が目立



防衛省は 自衛隊等の航空機騒音を評価するに当たり 「航

（３）防衛省の航空機騒音の評価
防衛省は、自衛隊等の航空機騒音を評価するに当たり、「航

空機騒音に係る環境基準」を基本としながらも、自衛隊等の飛

行場は日々 変化が大きいという特徴等を考慮し 各種補正を行場は日々の変化が大きいという特徴等を考慮し、各種補正を

行っています。
項 目 環境基準方式

飛行回数
365日分のデータを少な
いほうから数えて９０％ 平均値

防衛省方式

飛行回数 いほうから数えて９０％
のデータの日

平均値

騒音レベルの最大値

継続時間 時間に応じて補正

均一の継続時間（２20秒を基準として継続
０秒）

騒音レベルの最大値

10dB

着 音
ジェット機の着陸に２

継続時間(秒)

着陸音補正
ジェット機の着陸に２
ｄＢ加算

補正なし


